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iCombi Pro、インデックスJ --- --- 2022/05/31

1 / 6

TI
_2

21
6_

ja
-J
P 

• 
V0

1 
• 
06

/2
02

2 
• 
R
TS

/A
W
EI
 •
 j
a-
JP

1 TI_2216： 情報 - iCombi Pro ソフトウェア・バージョン LM100-16.1.15

テーマ
2022年5月24日以降、すべての iCombi Pro、インデックスJはLM100-16.1.15ソフトウェア
とともに納品されます。
ここでは、どのような変更が加えられたのか、あるいはどのような新規事項があるのかをお
知らせいたします。

対象となる製品 / アクセサリー
n iCombi Pro

一般情報
お客様訪問の際には、新しいソフトウェア・バージョンをすべてのユニットでロードするこ
とが求められます。

実施された変更または新規事項

技術
トラブルシューティング
ユニット初回設置の際に、換気フード（UltraVent、UltraVent Plus、換気フード）が正しく
初期化されなかった： 初回起動の際にiCombi Proが換気フードを検出し、これにアドレスを
割り当てました が、このアドレスのチェックと排気フードの制御のために、iCombi Proを2
度スタートしなくてはいけませんでした。 アドレスの割り当てとチェックを1つのステップ
で実行できるように、このプロセスが変更されました。

サービスメニュー
n スターター「サービス スチーム」とスターター 「サービス ホットエアー」の機能テスト > ガスコンポ

ーネントならびにガスコンポーネント情報で、機能テストの変更と拡張が行われました。

– スチーム加熱システムに加えて、ホットエアーシステムのテストも可能になりました。
– 全てのガスバーナーシステム（スチームとホットエアー）は、ドロップダウンメニューの代わりに、プッ
シュボタン（最大出力と最小出力が別々）を用いて制御されます。

– 点火プロセスなしでテストする際のガス排気モーターの制御が、25%段階ではなく、最大および最小回転
速度での排ガス分析と同様に実行されるようになりました。
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n 接続されているVarioSmokerのテストは、サービス 「全般」 > 「基本設定」で行えます。 これに際して
は、VarioSmokerの「設定 > 調理システム」で「オン」 にしてから、ユニットを再スタートする必要があり
ます。

サービスメニューとサービスレポート
n ユニットの直近10件のスイッチオン / オフが、スイッチオフの時刻と理由とともに表示されます。 

注記： 「スタートアップ > スタートアップ > スタートアップ」を連続して表示できますが、スイッチオフ
のプロセスが欠けているように見えるので、一見つじつまが合っていないように見えます。 ハードなスイッ
チオフ・プロセス（強制停止、停電）が認識されず、結果として  「スタートアップ > スタートアップ >
スタートアップ」となる場合があります。
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n バスコンポーネントの自動検出によるメンテナンス作業の文書化を目的としたコンポーネント交換履歴の明
確化、拡張、簡略化（「 I 」 = 最初に組み込まれたコンポーネント 、「 M 」 = マニュアル入力されたコ
ンポーネントの交換、「 A 」 = 自動的に認識されたコンポーネント交換）。

n スターター 「サービス ガスシステム」、スターター 「サービス スチーム」、スターター 「サービス ホ
ットエアー」 > 「稼働時間」では、ガスバーナーシステムの加熱時間が記録、表示されます。

n 最後のSCオートマチック以降のスチーム加熱時間も一緒に表示されます。
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n エラー履歴には、ガスエラーが含まれます（リリースノートLM100-16.0.23を参照）。

サービスレポート
n 様々なステータスに関する新しい情報（例：拡張ボード「エネルギー最適化」と「4連リレー」、DHCPのオ

ン / オフ、泡抑制のオン / オフ、制御モードのオフ / Eco / オン、接続電源電圧）、洗浄動作に関する情報
（実行および推奨されるプログラムタイプ、承認または拒否されたアドバイス）。

n 電圧、電力、温度、負荷範囲の値に基づいた統計的エラー検索のデータを含むヒストグラム。 例：

活用
n iProductionManager 

チケットのコピー機能の改善、その結果として、総合的な計画の作成の簡易化。
n iCookingSuite

– 「長押し」機能によって、調理プロセス後のホールドや表面仕上げなど、事前に選択した最終オプションを
無効にすることが可能になり、知らないうちに操作ミスが発生することを防止。

– 国別料理と調理パスがさらに調整され、料理上のそして言語的な要求に対応。
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n マニュアルプログラム機能
マニュアルプログラムを作成するときにVarioSmokerを統合できるようになりました。 この機能は、
VarioSmokerの初回接続の際に自動的に有効化され、必要に応じて手動で無効化または再有効化することがで
きます。

n iCareSystem
– 洗浄動作中に扉を開けると、警告音が発せられます。
– 「設定 > 洗浄」で、洗浄後にユニットを概してオフにすることができるようになりました（これまでは、各
洗浄の際にのみ可能でした）。

一般事項
n まれに、「加湿」ボタンを有効化できなくなるということがありましたが、 この動作が修正されました。
n 調理パス「 Finishing / 燻製」では、扉を閉めた後に時間を調整することができませんでしたが、 時刻がい

つでも再設定できるようになりました。
n ディスプレイ上のメッセージの透明性が増し、その下の設定オプションが認識しやすくなりました。 特に、

調理プロセス開始時の、扉を閉じるようにというリクエストが、終了オプションの前に可能な設定オプショ
ンを覆っていました。

n ネットワークとConnectedCookingのアクセシビリティを確認するために、「設定 > ネットワーク設定」で
ネットワーク診断を実行できます。

n 「設定 > 調理システム」にある新機能「スチーム発生器を空にする」によって、スチーム発生器、洗浄ボッ
クス、iCombi Proの水路を空にすることができます。 これで、輸送上の要件（ケータリング業務など）また
は季節的な要件（スキー場レストランの夏季休業など）に対応できます。

– メニューガイドまたはこれに関する順序は以下のようになります。 蛇口を締める > ハンドシャワーを操作
する > スチーム発生器を自動的に空にする > 洗浄ボックスを空にする。

– 重要： この手順は、旧型のユニットラインの場合と同様、スチーム発生器の容積の新規測定には用いませ
ん！

n ユニットにキャリブレーション値が無い、あるいは無効の場合は、警告メッセージが表示されます。 ユーザ
ーはこれを確認する必要があります。その後調理することはできますが、仕上がりが不均一になることを計
算に入れなくてはいけません。

n USBスティックへのデータエクスポート（「設定 > データ管理」）
– エクスポートアクションを起動すると、USBスティックに空き容量が十分残っているかがチェックされ、必
要に応じて警告メッセージが表示されます。

– この機能を実行すると、USBスティックのファイル構造に、ユニットのシリアル番号が記載されたディレク
トリ名が表示されます。 このディレクトリでは、エクスポートされたすべてのデータが固有のサブディレ
クトリに保存されます。 
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後でさらにダウンロードが行われると、それらはすでに作成された適切なサブディレクトリに自動的にコピ
ーされます。 これまではすべてのファイルがUSBスティックのルートディレクトリに書き込まれていました
が、この時系列のシリアル番号ベースのファイリングによって、把握と比較がより容易になります。

n ヘルプページのドキュメントの更新。
n 2つのA11 CPUボードバージョンをサポートするためにファイルサイズが2倍になったため、バージョン

16.0.23 以降のユニットソフトウェアのダウンロードにはこれまでより大幅に時間がかかります。

新しいソフトウェアはどのようにして入手できますか？
n ソフトウェア・アップデートは、いつも通りRATIONAL-USBスティックを用いて実行できます。 アップデー

トを行うには、コンピューターをインターネットに接続し、RATIONAL-USBスティック上で「RATIONAL-
LoaderStarter.exe」を起動してください。

n または、RATIONALポータルから、ソフトウェアパッケージを.zipファイルとしてダウンロードすることも可
能です。

n iCombi ProがConnectedCookingと接続されている場合は、アップデートを自動的にユーザーにお知らせしま
す（1週間程度遅れて配信される場合があります）。

お客様訪問の際には、新しいソフトウェア・バージョンをすべてのユニットでロードすること
が求められます。
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